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1 は じ め に

採種現場では機械刈り取りでこばれた籾が次年度に発芽

し,生育 したものが多く残り問題となっている。新品種の

普及のために前年度と異なる品種を作付けせぎるを得ない

場合は,流れ苗 (移植株から外れた苗)や こぼれ籾から発

生するこぼれ苗を除くことを徹底指導 している。 しかし
,

この異型排除等の労力が大変なことから,こ のこばれ苗を

抑える効果的な方法が望まれている。そこで,こ こでは
,

こばれ籾の越冬後の発芽状況を品種別に調査し,こ ばれ苗

を抑える方法について検討 したので報告する。

2試 験 方 法

(1)ひ とめばれの発芽試験

ひとめばれの休眠特性を把握するため,産地及び乾燥方

法別に採種した種子について発芽試験を行った。1992年 に

郡山 (自然乾燥 屋外),猪苗代 (自 然乾燥 室内),会津

坂下 (機械乾燥と自然乾燥 室内)で生産されたひとめぼ

れと1993年 に会津坂下で生産された初星,サ サニシキ, ひ

とめぼれ,コ ンヒカリ (4品種とも機械乾燥)を供試した。

機械乾燥は熱風温度が35～37℃で,穀温は25～27℃で乾燥

した。発芽試験は次年度の3月 に32℃の条件でシャーレに

それぞれ100粒ずつ播種 し,2反復で行った。

2)こ ばれ籾の発芽試験 (試験年次 1993年 )

前年に初星,ササニンキ,ひ とめばれ, コンヒカリが栽

培された圃場から3月 ～4月 に稔実しているこばれ籾を採

集し,既に発芽 し腐っている籾 (め ぐされ籾とした)と 一

見健全そうに見える籾 (健全籾とした)に分け,水洗後シャー

レに播種 し,32℃ 発芽させた。また,普通に代かき後移植

した同一圃場でのこばれ苗の本数を調査 した。調査面積は

1区 10ず 2反復で,調査圃場の除草体系はC-315乳 剤

(50m1/a)→ TH-63粒剤 (300g/a)で ある。

表 1 産地別発芽勢と発芽歩合 (1992年産)

発芽勢  発芽  平均発芽
産地別  乾燥方法  歩 合  歩合  日  数

(%)  (%)   (日 )

29
猪 苗 代  自然(室内) 995  995   28
会津坂下  機械乾燥   825  980   36

″   自然(室内) 975  985   31

0)こ ばれ苗の抑制試験

こぼれ苗を抑える有効な除草剤 (福島県の防除基準に採

用されている)について検討した。

1)初期剤試験 (ボ ット試験  1/5,lX10ワ グネルボッ

ト):サ サニンキを8月 6日 にクレハ人工培土を用い, 1

ポット30粒播種 した。粒剤は300g/a,乳剤は50m1/a
相当を播種時～播種後 5日 に処理 した。 1区 2ポ ット

2)中期剤試験 (ボ ット試験  1/5,000ヮ グネルポッ

ト):ひとめばれを4月 8日 に 1ポ ット20粒ずつ水田土に

播種した。施肥量はa当 りN― P,0`― K20 06-08-
07相当量である。粒剤は31Xl g/a相 当をこばれ籾の出芽

揃～15葉期に処理 した。 1区 2ポ ットで播種後はハウス

内で育てた。

3 試験結果及び考察

ひとめばれの発芽状況を表 1に示 した。乾燥方法につい

ては,自然乾燥と機械乾爆では明らかな差がみられ,自 然

乾燥の発芽が良好であった。自然乾燥条件下における発芽

状況については,地域間差に大きな差は認められなかった。

品種別の発芽状況を表 2に示した。ササニシキの発芽は最

も良く,ひ とめばれが悪かった。これは,ひ とめばれは休

眠性が強いため,収穫 した次年度の3月 には,ま だ休眠覚

醒がされていなかったためと考えられる。このことについ

ては,宮城県農業センターからも同様の結果が報告されて

いる1)。 また,乾燥方法の相違によっても休眠性を左右す

る可能性がある。

次に,採集したこばれ籾の発芽調査結果を表3に示した。

休眠性の弱いササニシキは,こ ばれ籾の大部分が当年中に

発芽して芽ぐされとなるため,翌年の健全籾割合が低 くな

る傾向にあった。一方,休眠性が強いひとめばれ等の品種

は,芽 ぐされ籾率が低く,従 って健全籾率が高くなった。

このため,ひ とめばれやコンヒカリは単位面積当りの発芽

表 2 品種別発芽勢と発芽歩合 (1998年産)

発 芽  平均発芽
歩 合  日  数

(%)   (日 )

勢

合

＞

芽

　

％

発

歩

＜

種日
ｍ

郡  山  自然(屋外) 995  100 初   星   890
ひとめばれ

ササニシキ

945         34
868        35
967         30
965         3 1

815
950

-11-

コンヒカリ   945
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表 3 こぼれ籾の量と発芽率

ぐされ

籾  率品 種 名 発芽籾数   発 芽 率

(粒/ピ)   (%)

25

総 籾 数  芽 ぐ さ  健 全 籾   (%) (%)

73950
1165

75
71 5

92 7

62 0

24
114

A    れ 籾 B    c     B/A    C/A     D     D/A
者り      』己      121 5          910         305          749          25 1          105           86
ササニシキ   1025
ひとめばれ   1880 380          21 5

表4 本田におけるこばれ苗の発生数 (本/10r)

品 種 名
6月 8日 6月 18日 6月 29日

び

名晦『
試

除
星初

こばれ苗の

ササニシキ

ひとめばれ
コシヒカリ

日

日

籾数が多く,しかも発芽率も高い傾向であった。圃場にお

けるこばれ苗の発生数を表 4に示した。こばれ苗はひとめ

ばれやコンヒカリで認められた。

こぼれ苗を抑える有効な除草剤について検討した結果を

表 5,表 6に示した。初期除草剤ではCG l13粒乱 DPX‐

84CG粒剤,MS 256粒乱 G315B乳剤等のプレチラク

ロールやブタクロールを含む薬剤が有効であったが,供試

除草剤の中には処理時期が遅いと効果がやや劣るものもみ

られた。この傾向は除草剤の処理時期による薬害発生と同

一傾向にあり, このことから薬害を有効に利用することが

こばれ苗除去に有効な手段と考えられた。また,中期剤で

は 1葉期以上になると完全に枯死させることができないこ

とから,初期剤を中心に利用することが有効と考えられた。

こぼれ籾は圃場条件 (入水前の降雨や気温等)によっては
,

発芽,生育の遅速があるので,処理時期と有効な除草剤の

使用体系について,今後検討する必要がある。

4 ま と め

1)ひ とめばれは休眠性の強いことが確認され,ま た
,

乾燥方法により,そ の程度が変わる可能性がある。

2)ひとめばれ,コ ンヒカリなどの休眠性が強い品種は
,

越冬後のこぼれ籾の発芽籾数が多く,発芽率も高かった。

3)圃場におけるこばれ苗の発生も,ひ とめばれやコン

ヒカリで認められた。

4)こ ばれ苗を抑制する除草剤としては,プレチラクロー

ルやブタクロールを含む薬剤が有効と考えられた。
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表6 こぼれ苗の防除方法 (ボ ット試験 中期剤)
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表5 こばれ苗の防除方法 (ポ ット試験 初期剤)
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